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那珊川アユ漁獲量調査2(平成26年度)

一釣獲魚体重および釣獲魚に占める放流魚の割合一

目的

前掲の試験課題と併せ，今年度も引き続き，那珂川にお

ける釣獲アユの魚体重および由来について調査した。

材料および方法

釣獲魚の体重および由来判別 那珂川漁業協同組合連

合会の各漁協の組合員各l名の計4名に対し，持、期中に釣

行場所と釣獲したすべてのアユの体重，下顎側線孔による

放流・天然魚の判別結果について記録を依頼した。釣獲魚

は，前掲課題と同じく那珂川を区分 (P.26，図 1) し，地

区ごとに月毎および旬毎の平均体重と放流魚の占める割

合を求めた。

結果および考察

釣獲魚の体重 釣獲魚の年間の平均体重は5l.0gで，平

年 (56.8g)の約0.9倍となり，過去最大だ、った前年 (91g) 

の約0.5倍程度となった(図1)0 6月上旬は平年と同等で、

あったが， 6月下旬から 8月にかけては平年よりもやや小

さい傾向が見られた(図2)。これまでの調査から，釣獲魚

の体重は遡上群数との聞に負の相関関係が認められてい

る。1)今年度は天然魚の遡上群数が多かったことから，釣

獲魚も小型化する傾向にあったものと推察される。
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図1 釣獲魚の体重の経年推移
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図2 月旬別の釣獲魚の体重の推移

釣獲魚に占める放流魚の割合 漁期全体を通してみる

と，放流魚の割合は 24.2%と平年 (35.2%) と比較して低

かった。時期別に見ると， 6月に27%と平年 (50%)の半

分であったが， 7月以降は平年値との差は縮まり， 10月に

は平年値よりも高し、値 (36%)で、あった(図3)。
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図3 月別の釣獲魚に占める放流魚の割合

地区別に見ると，本流の黒羽地区は 6月に約 30%，そ

の後は約20%まで減少し9月まで同水準で推移した(図4)。

八溝地区では 6月に約 20%，7月以降は徐々に減少し， 9 

月には全く者鶴宮、されなかった。茂木地区では6月に約20%，

その後は約 30~40%の聞で 10 月まで推移した。 支流の武

茂川では6月に約60%，その後は7月に約40%，9月に約

10%と徐々に減少した。荒川では6月から 9月まで20%前

後で推移し，10月に40%近くまで上昇した。
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図4 月別・地区別の釣獲魚に占める放流魚の割合
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調査試験報告要旨

那E可川アユ漁獲量調査 2ー釣獲魚体重および釣

獲魚に占める放流魚の割合一 (p28-29)

平成 26年度の那珂川で釣獲されたアユの魚体

重および放流魚の占める割合を調査しました。年

間の平均体重は 51.0gで，平年の約 9割でした。 6

月上旬は平年と同等， 6月下旬から 8月にかけて

は平年値よりもやや小さい傾向がみられました。

今年度は天然魚の遡上群数が多く，小型化したよ

うです。釣獲魚に占める放流魚の割合は， 6月に

27%と平年の半分程度でしたが， 10月には平年値

よりも高く (36%)なりました。
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